
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 

具体的にはどのようなことをやってきたのか。 ６月１９日～２０日にメンテナンスセンター副長研修を実施。 

保線技術センター担当者研修を実施。 

各保線技術センターで応急復旧訓練を実施。 

本社から各支社へ今回の事象の共有。 

グループリーダーや勉強会未参加者にレール探傷車講習を各保

技セで３回実施。 

訓練施設「横浜トレーニングセンター」「湘南君」は活用して

いるか。 

湘南君と横浜トレーニングセンターもかなり使用している。 

パートナー会社との合同訓練は実施するのか。 毎回ではないが、本体とパートナー会社合同の訓練を行っている。 

信号や他系統との合同訓練は行うのか。 保線と信号の合同訓練は、１０年前から久里浜の訓練センター

で年１回行っている。 

２ｍレールの交換訓練も実施しているのか？ 応急復旧訓練の中で行っている。 

今回の事象を受けてか？ そうではなくて、年間計画があって、追加で現場にて内容を決

めている。現場の判断。 

若手への教育はどうか。1 人立ちにはどれぐらいの期間がか

かるのか。 

充実している。７年で１人立ちとなる。 

その期間どのように若手を育てているのか。 実際に作業をし、チェックシートで年数別の到達度を確認して

いる。 

圧をかけることは無いか。 それは無い。 【確認！】 

訓練のリクエストには応えられるのか。 対応可能である。 【確認！】 

様々な訓練の内容が水平展開されているか。 水平展開している。展開しなければ意味が無い。 【確認！】 
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４．現場における教育・訓練内容等について、充実させること。 

【会社回答】必要な教育・訓練は実施している。 
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